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札幌医科大学における三つのポリシー（方針） 

改正 令和６年４月１日 

※保健医療学部抜粋 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

保健医療学部の三つのポリシー（方針） 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

【学部共通】 

ディプロマ・ポリシー（学位授与方針） 

 

保健医療学部では、人々の健康と生活を支える看護師、理学療法士、作業療法士の養成、及び看護学、

理学療法学、作業療法学の発展、実践の向上に寄与する人材を育成するため、教育目標を設定していま

す。 

この目標の達成に必要となる基本的な能力を学部ディプロマ・ポリシーとして定めるとともに、各分

野に求められる具体的な能力に関しては、学科ごとに明示します。 

保健医療学部では、学部・学科のディプロマ・ポリシーが求める能力を身につけ、かつ所定の単位を

修得した学生に学士の学位を授与します。 

 

１．建学の精神を実現するための基盤となる能力 

１）自然や社会の様々な現象を多角的にとらえるための幅広い教養を身につけている。 

２）広い視野に立って社会的な諸課題を見つめ、その本質を明確化する能力を身につけている。 

３）文化や価値の多様性を受け入れ、人権・人格・個性を尊重して人々に接する能力を身につけてい

る。 

４）社会の様々な場面において他者と交流し、自らの思いや考えを的確に表現する能力を身につけて

いる。 

５）私たちが暮らす社会の保健・医療・福祉の発展を志向し、主体的に物事に参画する行動力を身に

つけている。 

 

２．保健・医療・福祉の実践を担う専門職、専門分野の発展に寄与する能力 

１）看護師、理学療法士、作業療法士それぞれの専門領域に求められる体系的な知識と技術を身につ

けている。 

２）各専門領域における課題を明確化し、豊かな発想と科学的思考によって解決策を構想する能力を

身につけている。 

３）保健・医療・福祉にかかわる様々な人々と連携・協働する能力を身につけている。 

４）専門職としての役割と責任を認識し、高い倫理観をもって実践する能力を身につけている。 

５）医療の実践、各学問分野の発展のために、生涯にわたって研鑚する意欲と自己学習力を有してい

る。 

 

 

カリキュラム・ポリシー（教育課程編成・実施方針） 

 

札幌医科大学保健医療学部では、ディプロマ・ポリシーに示す能力を身につけた人材を育成するため

に、人間・自然・社会を広く学ぶ「一般教育科目」と、専門職、専門分野の基盤となる「専門教育科目」

を体系的に編成し、講義・演習・実験、臨地／臨床実習を適切に組み合わせた教育課程を展開します。 

学部カリキュラム・ポリシーでは、学部ディプロマ・ポリシーを達成するための 3学科共通の基本事

項を定め、専門教育科目に関しては、各学科のカリキュラム・ポリシーに具体化します。 

１．教育内容 



2 
 

一般教育科目では、創造性と倫理性に富む豊かな人格を形成するための教養を「自然科学」「心理と

思考」「社会と文化」「生活と情報」「外国語」に区分し、主に１、２年次に開講します。また、大学生

としての自律的な学修活動に必要なスタディスキル等の初年次学修を配置します。 

専門教育科目では、看護学・理学療法学・作業療法学の支持科目、北海道の地域特性や、地域医療に

かかわる科目で構成する「専門基礎科目」、専門分野の知識と技術を系統的・段階的に学修する「専門

科目」、既習の知識と技術の統合が求められる「統合学習」、対象者、関係職種の人々とのかかわりを通

して専門職に必要な知識・技術・態度を実践的に学ぶ「臨地実習/臨床実習」で編成します。「統合学習」

には、３学科合同のチームで学ぶ「保健医療総論１～４」を各年次に配置し、専門職に求められる基本

的な態度と、多職種連携・協働のあり方を学修します。 

３、４年次には研究に関する科目を開講し、指導教員のもとで、一連の研究過程を展開します。また、

災害医療に関わる基礎的な知識・技術を学修します。生涯を通じた持続的な就業力の育成を目指すキャ

リア教育とキャリア支援は、各学科の正課内・外を通して行われますが、キャリア形成にかかわる基礎

となる諸事項は３年次の合同科目で学びます。 

２．教育方法 

保健医療学部のカリキュラムは、各学科とも年次進行に即して専門性を深めていく漸進的な設計とし、

将来の専門職としてのモチベーションを高めるために、入学後早期より専門基礎科目・専門科目を開講

します。また、小規模学部・学科の特徴を活かした少人数の能動的学修を積極的に採用するとともに、

事前準備・事後展開を含む質・量を伴う学修過程を展開し、自発的・継続的に学ぶ姿勢を養います。 

３．学修成果の評価 

 ディプロマ・ポリシーに示された学修成果の修得状況に関し、教育課程レベル・科目レベル・学修到

達レベルの評価を行うこととし、具体的な内容はアセスメント・ポリシーに定めます。 

学生個人の成績評価は、科目シラバスに示す評価対象・評価割合に基づき、試験・レポート・プレゼ

ンテーション等、各科目の教育内容・方法に適した方法で実施します。 

 

 

アドミッション・ポリシー（入学者受入方針） 

 

求める学生像 

  札幌医科大学保健医療学部は、札幌医科大学の建学の精神、理念に基づき、看護師・理学療法士・

作業療法士に求められる実践能力やそれぞれの学問分野の発展に寄与する研究能力の基礎・基本を育

むことを目的に、ディプロマ・ポリシー（学位授与方針）、カリキュラム・ポリシー（教育課程編成・

実施方針）に基づく教育を行っています。このような教育を受けるための条件として、以下に掲げる

能力・資質を具えた学生を受け入れます。 

 

【知識・技能】 

１．高等学校等の教育課程で学ぶ知識・技能を幅広く、かつ高いレベルで有している 

【思考力・判断力・表現力等の能力】 

２．社会の様々な課題について、知識や情報をもとに筋道を立てて論理的に思考し、自分の言葉

で表現できる 

３．知的探求心をもって広く社会に目を向け、柔軟な発想で物ごとをとらえることができる 

【主体性をもって多様な人々と協働して学ぶ態度】 

４．良心と社会規範にしたがって良識ある行動をとることができる 

５．人々との交流を大切にし、常に温かな配慮をもって他者と接することができる 

６．自らの成長のために粘り強く物ごとに取り組むことができる 

 

入学までに学習しておくことが期待される内容 

１．高等学校等で学ぶ諸教科に関する高い基礎学力 

１）人類の文化や自然、社会に関する幅広い基礎学力 
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保健・医療・福祉は人間を対象に社会の中で営まれる実践です。そのために、文化や自然、社

会に関する偏りのない基礎知識が不可欠です。 

２）人々との交流を深め、論理的に思考し表現するための基礎学力 

保健・医療・福祉の実践は人々との交流を基盤とします。また、物ごとを多面的に捉えて論理

的に思考し、相手に伝えることのできる日本語の能力、国際的視野で考え行動するための外国語

力が重要です。 

 

２．他者との連携・協働を必要とする課題に対し、誠実に取り組む姿勢 

保健・医療・福祉の実践はチームで取り組みます。他者と連携・協働して何かに取り組んだ経験

は専門的実践を学ぶ上での力となります。 

 

３．自らの疑問を解決し、知識を深めるための学習習慣 

専門職には生涯にわたる自己研鑽が求められます。疑問を解決するために、また、知識を広げ深

めるために、自ら進んで調べ学ぶ習慣を身につけておく必要があります。 

 

４．健康な生活を送るための基本的生活習慣 

人々の健康と生活を守るためには、自分の健康に心がけ、しっかりとした基本的生活習慣を身に

つけていることが不可欠です。 

 

入学者選抜の基本方針 

入学者に求める資質・能力について、下表に示す入学者選抜方法により評価・判定します。 

※○及び◎は入学者選抜方法と学力の３要素との対応関係を示すものであり、配点の比重を示すもの

ではありません。 

入試区分 入学者選抜方法 知識・技能 
思考力・判断力・ 

表現力等の能力 

主体性を持って 

多様な人々と 

協働して学ぶ態度 

一般選抜 

大学入学共通テスト ◎ ○  

面接（個人）  ◎ ○ 

面接（集団）  ○ ◎ 

出願書類・調査書 ◎ ○ ○ 

学校推薦型

選抜 

大学入学共通テスト ◎ ○  

小論文 ○ ◎ ○ 

面接（個人） ○ ◎ ◎ 

出願書類・志願理由書  ○ ◎ 

出願書類・調査書 ◎   

出願書類・推薦理由書 ○ ○ ◎ 

私費外国人

留学生入試 

日本留学試験 ○ ◎  

面接（個人） ◎ ○ ◎ 

出願書類・履歴書 ○  ○ 

出願書類・志願理由等調書  ○ ◎ 
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【看護学科】 

ディプロマ・ポリシー（学位授与方針） 

看護学科では、次のような能力を身につけ、かつ所定の単位を修得した学生に学士（看護学）の学位

を授与するとともに、看護師国家試験受験資格を付与します。 

 

１．建学の精神を実現するための基盤となる能力 

１）自然科学や社会科学の基本的な知識を備え、看護の対象となる人々の生活を支えるための知識を

多角的に活用し、論理的思考に基づいて自らの考えを表現することができる能力を身につけている。 

２）社会の様々な課題に目を向けるとともに、課題の理解に柔軟な発想と知識の適切な活用ができる

能力を身につけている。 

３）看護の対象となる人々の人権・人格・個性を尊重するとともに、個人の価値観や文化的背景を理

解し、適切な関係を築くことができる能力を身につけている。 

４）私たちが暮らす社会の保健・医療・福祉の改善を志向し、看護師として主体的に行動する能力を

身につけている。 

２． 保健・医療・福祉の実践を担う専門職、専門分野の発展に寄与する能力 

１）看護実践に必要な看護学や医学および社会福祉等に関する基礎知識と看護技術を修得するととも

に、対象者の抱える課題を解決するために広範な知識を統合する能力を身につけている。 

２）看護の対象者や協働する様々な職種の人々と良好な対人関係を築き、発展させるためのコミュニ

ケーション能力を身につけている。 

３）看護を探究し発展させるための理論や技術を科学的な思考に基づいて理解する能力を身につけて

いる。 

４）看護の対象である人間の理解を基盤として、個人・家族・集団および地域社会の健康上の課題を

明らかにし、それらの解決に必要な実践力の基礎を身につけている。 

５）学修者として、また専門職である看護師としての資質を向上させ、社会的および職業的自立を図

るうえで必要な能力を身につけている。 

６）看護実践に内在する倫理的諸問題を認識し、専門的価値に基づく倫理的判断力の基礎を身につけ

ている。 

７）看護研究の必要性の理解とともに探求のための能力を身につけている。 

 

カリキュラム・ポリシー（教育課程編成・実施方針） 

看護学科では、看護学を体系的に学ぶとともに、看護師に必要な知識・技術・態度を修得するため、

以下のように教育課程を段階的・階層的に編成し、教育内容に適した形態と方法で実施します。 

 

１．教育内容 

１）「一般教育科目」では、人間・自然・社会に関する文化や知見、コミュニケーション能力を高め

るための科目を学びます。特に、社会と文化の理解や多様なコミュニケーションに必要となる科目 

については必修とします。 

２）「専門基礎科目」では、人体の構造と機能、医学的、社会学的、心理学的な面からみた健康に関

する基本的知識、健康と医療に関わる歴史、および保健・医療・福祉のシステムといった専門科目

の基盤となる知識を学びます。 

３）「専門科目」では、個人、家族、集団および地域社会を看護の対象として理解し、その特性に応

じた看護方法、さらに看護の発展と機能の充実に関する科目を学びます。 

４）「臨地実習」では、対象者・関係職種の人々との直接的にかかわり、看護活動に必要な知識・技

術・態度を体験的、実践的に学びます。学年進行で臨床・臨地とのつながりを意識できるカリキュ

ラムとし、１年次では医療施設の見学・看護師との同行実習、２年次では看護の対象者への日常生

活援助を行います。３､４年次では小児・母性・成人・老年・在宅・精神・地域といった各専門領

域の実習、４年次では看護実践の現実を統合的に学ぶ体験を通して、看護実践力を涵養します 
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５）「統合学習」では、専門領域の研究に取り組むための基礎的な知識を学び、研究過程を体験しま

す。また、保健医療学部３学科及び医学部との合同科目を通して、専門職としての基本的態度やチ

ーム連携能力を身につけ、看護師としてのプロフェッショナリズムを涵養します 

２．教育方法 

保健・医療・福祉に直接携わる看護師を育成する本学科の特徴として、実体験に基づき知識・技

術・ 態度を統合的に修得する専門的な演習・実習に重点を置く科目を多く配置します。超高齢社

会において、看護師に求められる基礎的な能力を育成するため、人々の生活を医療施設内のみなら

ず、在宅・ 地域の視点からも捉えることを学びます。さらに平常時と災害時における生活の特徴

を知り、さまざまな状況の対応に必要な知識と技術、連携のあり方を学修する機会を設けます。 

また、３年次からは少人数ゼミナールを行い、グループ学修やフィールド活動等の能動的学修を

採り入れ、学生が発表し、質問に答える機会を設けます。ゼミナールでの学修を通じて、論理的思

考力、倫理的判断力、自らを知り他者とコミュニケーションする能力を高め、人々の健康に貢献で

きるよう看護実践の専門性を追求する能力を高めます。 

３．学修成果の評価 

看護学科における学修成果の評価は学部のアセスメント・ポリシーに準じて行います。 

課程レベルの学修成果は、国家試験の合格率や卒業要件の達成状況（単位取得状況・GPA）、および、

各科目の学修成果はシラバスに提示された授業科目の到達目標に対する評価方法を用いて評価します。

学修到達レベルの評価は、講義・演習科目では定期試験・レポート・授業内で行われる小テスト・実技

試験等の各科目の教育内容・方法に適した評価方法により実施します。看護技術総合演習では客観的臨

床能力試験（OSCE）による評価、臨地実習科目、看護学研究および保健医療総論ではルーブリックによ

る評価を実施します。 

 

【理学療法学科】 

ディプロマ・ポリシー（学位授与方針） 

理学療法学科では、次のような能力を身につけ、かつ所定の単位を修得した学生に学士（理学療法学）

の学位を授与するとともに、理学療法士国家試験受験資格を付与します。 

 

１． 建学の精神を実現するための基盤となる能力 

１）自然科学や社会科学の様々な現象や人々の生活に関連する事象についての知識を備え、論理的思

考に基づいた教養を身につけている。 

２）現代社会における様々な課題に対して広く多角的な視野を持ち、その本質を理解する能力を身に

つけている。 

３）文化的背景や人々の持つ価値の多様性を受け入れ、理学療法士として人権・人格・個性を尊重し

て適切な関係を築く能力を身につけている。 

４）社会の様々な場面において他者や多職種と交流し、自らの思考を体系化し、論理的に表現する能

力を身につけている。 

５）私たちが暮らす社会の保健・医療・福祉の発展を志向し、理学療法士として主体的に物事に参画

する行動力を身につけている。 

２． 保健・医療・福祉の実践を担う専門職、専門分野の発展に寄与する能力 

１）理学療法の専門領域に関連する体系的な知識とそれに基づく臨床技術を身につけている。 

２）理学療法の対象者や様々な職種の人々と協働し、医療の発展に貢献できる良好な対人関係を築け

るコミュニケーション能力を身につけている。 

３）理学療法における課題を明確化するとともに、医学的根拠に基づく豊かな発想と論理的思考によ

って解決策を構築する能力を身につけている。 

４）理学療法士としての役割と責任を認識し、高い倫理観をもって実践する能力を身につけている。 

５）医療の実践と理学療法分野の発展のために、生涯にわたり技術の研鑚と知識の蓄積する意欲と自己学

習力を有している。 
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カリキュラム・ポリシー（教育課程編成・実施方針） 

理学療法学科では、理学療法学を体系的に学ぶとともに、理学療法士に必要な知識・技術・態度を修

得するため、以下のように教育課程を段階的・階層的に編成し、教育内容に適した形態と方法で実施し

ます。 

 

１．教育内容 

１）対象者の疾患・生活・環境に対して適切な支援を行う理学療法の多様性を鑑み、「一般教育科目」

では、人間・自然・健康・社会・環境を広く学び、文化やコミュニケーションへの理解を深め、理

学療法士として求められる人間性や倫理性を高めるための科目を学びます。特に、運動科学と医科

学を基礎に置き、人間の人文・社会学的な理解と生物学的な理解を必須とします。 

２）「専門基礎科目」では、人体構造やメカニズム、医学の基礎知識や代表的な臨床医学の基礎概念

を習得します。また、疾患別に種々の検査・測定をもとに対象者の障害とその程度を把握する理学

療法評価の基礎を学びます。 

３）「専門科目」では、理学療法の対象となる運動器障害、神経障害、内部障害、発達障害、高齢期

障害などの体系ごとに治療法の概要を学びます．加えて、身体的障害をサポートする器具や物理的

刺激を用いた理学療法の治療ツールについて学ぶと共に、地域・在宅系の理学療法や行政、キャリ

ア形成などを見据えた広い視野を養います。 

４）「臨床実習」では、臨床の現場での対象者や様々な関連職種との直接的なかかわりを通して、理

学療法に必要な知識・技術・態度を実践的に学びます。１年次では医療機関・施設の見学実習を通

して、理学療法士の役割について理解を深めます．２年次では理学療法評価診断の講義・演習と連

動した各専門領域のテーマに沿った実践的な理学療法評価の基礎的な知識・技能について学びます．

３年次では、発達障害および高齢期障害の理学療法領域の実習を通して、対象者のライフステージ

と地域全体を見渡す視線を養うことを目指します．４年次では、運動器・神経・内部障害系の理学

療法領域の実習において、的確な検査・測定による評価をもとに、対象者の社会的背景も含めた総

合的な視点からの治療計画の策定や治療の実践を通して、理学療法の一連のプロセスを経験します。 

５）「統合学習」では、科学的思考力を養うために、それぞれの興味関心に基づいて専門領域を学び、

一連の研究過程について学びます．また、保健医療学部３学科が合同し、グループワークの基礎を

学ぶ科目や医学部と合同して地域医療の現状に触れる科目など、多職種との連携を早期から体験す

ることで、様々な人々とのコミュニケーション能力を磨きます。 

２．教育方法 

保健・医療・福祉に直接携わる理学療法士を育成する本学科の特徴として、理学療法の専門領域

を「運動器障害」、「神経障害」、「内部障害」、「発達障害」、「高齢期・地域理学療法」に分け、それ

ぞれの領域ごとの講義による知識の習得と演習・実習による技能の習得をシームレスに行う独自の

カリキュラムを設定しています。 

   また、３年次から理学療法の専門領域や研究室に配属された少人数のゼミナールを行い、先進的

な理学療法の応用可能性に触れながら、自己研鑽と能動的学修の重要性を感受し、科学的思考力と

問題解決能力を養います。これにより科学的根拠に基づく理学療法の確立と実践を目指した科学リ

テラシーを有する人材の育成を目指します。 

３．学修成果の評価 

理学療法学科における学修成果の評価は学部のアセスメント・ポリシーに準じて行います。 

課程レベルの学修成果は、国家試験の合格率や卒業要件の達成状況（単位取得状況・GPA）などに

より評価を行い、科目レベルの評価はシラバスに提示された授業科目の学修目標に対する評価方法

を用いて行います。学修到達レベルの評価は、講義科目では定期試験・レポート・授業内で行われ

る小テスト等、演習・実習科目ではこれらの評価に加えて実技試験、臨床実習や卒業研究ではルー

ブリック評価等、各科目の教育内容や方法に適した方法で実施します。 

 

【作業療法学科】 

ディプロマ・ポリシー（学位授与方針） 
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作業療法学科では、次のような能力を身につけ、かつ所定の単位を修得した学生に学士（作業療法学）

の学位を授与するとともに、作業療法士国家試験受験資格を付与します。 

 

１． 建学の精神を実現するための基盤となる能力 

１）自然科学や社会科学の基本的な知識を備え、作業療法の対象となる人々の生活を支えるための知

識を多角的に活用し、論理的思考に基づいて自らの考えを表現することができる能力を身につけて

いる。 

２）社会の様々な課題に目を向けるとともに、課題の理解に柔軟な発想と知識の適切な活用ができる

能力を身につけている。 

３）作業療法の対象となる人々の人権・人格・個性を尊重するとともに、個人の価値観や文化的背景

を理解し、適切な関係を築くことができる能力を身につけている。 

４）私たちが暮らす社会の保健・医療・福祉の改善を志向し、作業療法士として主体的に行動する能

力を身につけている。 

２． 保健・医療・福祉の実践を担う専門職、専門分野の発展に寄与する能力 

１）作業療法実践に必要な医学や社会福祉等に関する基盤知識と臨床技術を修得するとともに、対象

者の抱える課題を解決するために広範な知識を統合できる能力を身につけている。 

２）作業療法の対象者や協働する様々な職種の人々と良好な対人関係を築き、発展させるためのコミ

ュニケーション能力を身につけている。 

３）作業療法における作業の治療的意味を探求し、人が健康で幸福な生活を維持するための理論や技

術を科学的な思考に基づいて理解する能力を身につけている。 

４）学修者として、また専門職である作業療法士としての資質を向上させ、社会的および職業的自立

を図るうえで必要な能力を身につけている。 

 ５）災害時の対応や被災者支援におけるリハビリテーション専門職としての適切な対応能力を身につ

けている。 

 

 

カリキュラム・ポリシー（教育課程編成・実施方針） 

作業療法学科では、作業療法学を体系的に学ぶとともに、作業療法士に必要な知識・技術・態度を修

得するため、以下のように教育課程を段階的・階層的に編成し、教育内容に適した形態と方法で実施し

ます。 

 

１．教育内容 

１）対象者の疾患・生活・環境に対して適切な支援を行う作業療法の多様性を鑑み、「一般教育科目」

では、人間・自然・社会に関する文化や知見、コミュニケーション能力を高めるための科目を学び

ます。特に、生命現象を科学的にとらえる力や心理・社会的な理解の基盤となる科目については必

須とします。 

２）「専門基礎科目」では、基礎医学と臨床医学の基本的知識、人の成長発達や社会福祉システムと

いった専門科目の基盤となる知識を学びます。 

３）「専門科目」では、作業療法の対象となる発達障害、身体障害、精神障害、高齢者の基礎的な能

力から応用的能力に関連する評価学および治療学に関する科目を学びます。 

４）「臨床実習」では、臨床の場での対象者・関係職種の人々との直接的なかかわりを通して、作業

療法に必要な知識・技術・態度を実践的に学びます。学年進行で切れ目なく臨床とのつながりを意

識できるカリキュラムとし、１年次では施設の見学実習、３､４年次では発達障害作業療法、身体

障害作業療法、精神障害作業療法、高齢者作業療法の領域で、作業療法評価や治療技法に関する実

習体験を通して実践力を涵養します。 

５）「統合学習」では、専門領域の研究に取り組むための基礎的な知識を学び、研究過程を体験しま

す。また、保健医療学部３学科及び医学部との合同科目を通して、専門職としての基本的態度やチ

ーム連携能力を身につけ、作業療法士としてのプロフェッショナリズムを涵養します。 
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２．教育方法 

保健・医療・福祉に直接携わる作業療法士を育成する本学科の特徴として、実体験に基づき知識・

技術・態度を統合的に修得する専門的な演習・実習に重点を置く科目を多く配置します。臨床実習前

には、臨床技能に関する実技を模擬的に学修する機会を設定し、臨床実習に必要な学修の到達度や態

度を学生自身が客観的に評価する機会を設けます。 

また、３年次から少人数ゼミナールを行い、グループ学修やフィールド活動等の能動的学修を多く

採り入れ、学生が発言、発表する機会を設けます。ゼミナールでの学修を通じてディスカッションの

機会を増やし、各自の意見や考えをまとめることや、ディベート能力を高めます。 

３．学修成果の評価 

作業療法学科における学修成果の評価は学部のアセスメント・ポリシーに準じて行います。 

課程レベルの学修成果は、国家試験の合格率や卒業要件の達成状況（単位取得状況・GPA）などに

より、各科目の学修成果はシラバスに提示された授業科目の学修目標に対する評価方法を用いて行い

ます。学修到達レベルの評価は、講義科目では定期試験・レポート・授業内で行われる小テスト等、

演習・実習科目ではこれらの評価に加え、客観的臨床能力試験などの実技試験、臨床実習や卒業研究

ではルーブリック評価等、各科目の教育内容や方法に適した方法で実施します。 
 


